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該当する事業者要仲
Ｆ

膨

電気革栄法第 2条 第 1取第 2号 に規定する一般電気事業者
電気事業法第 2条 第 1項 第8号 に規定する特定規模電気事業者

事 業 の 概 要

◆P P S l に業
主に北海道、天北、lll束、関F、 中国エリアにおいて、官公庁を含むオフィスビルや小売

店師、ホテル等、主にエネルギーに関心の高いお客様に対 し、一般低気J「業者の系統 (送配
電紳)を 経由して電気をおlllけしています。
再生可能エネルギーの利用については、いわゅるRPS法にとづき、全国の地気JF業者の中

で最も高いRPS比率を達成しております。

●発電子栄
電源の前逆面では、規会社である大阪ガス (株)の 高//7J率天然〃ス発電所 (合計約7万

kV)を 中心に、クリーンな電源f4成を実現しています。
自社発電所としては、関西エリアにおいては京都府内に石油火力発電所 (約3万kW)を 所

有し、需給のパランスを図るための調整用電源として利用しています。

●その他
お客様の電力使用の状況から、省エネ対策に資する情報提供を行つています。
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口焚篭争栗争に係るtrR松万針
自然エネルギーによる電力の割合の拡大を図ります。
高効率天然ガス発電の比率をさらに高め、よリクツーンな電力の調達を行つてまいりま

す。
自治体の清掃工場からの余刑電力やバイオマス発電による電力の調達を行つてまいりま

す。

■その他の温暖化対策に係る取組方J
引き統きお客様の省エネタレギーニーズ等にお応えする情報提供を行うとともに、親会社と

も協力し、お客様の地球温暖化対策に沓するビジネス屈欄ケ推推 l夕章ヤ本
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口社内各部の横断的組織として地球lPl暖化対策の推進チームを設け、前達中の発電所からの
C02り :出最の把握、再生可能エネルギーの導入計画、自社及び関連発電所の運用計画など
を通じて、地球温暖化抑制に資する事業の計画 推 進を行つていきます。
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力果ガスの排出係数 (Ig―C02/kWh

0 441

目 0 444

: 成2 2 年度 ( 日標 ) 0 44

長期的目標 (42年度) 0 39

く目様に係る付はの考え方,

日規会社と連批し、高効率の天然ガス入力発電所等からのクリーンな電力の調達拡大を図る
ことにより、温室効果ガスの排出量のrll減に努めます。
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自然エネル キ1-に よる発電量の帯‖合の拡大に係る措置及び目標

年度 自然エネルギー発f 自然エネルギー導入率

2006 年 度 (実績) 3 322 =,■h 0 06           (X)

2007  年 度  (目標 ) 3 000 =,コh 9 94           (“ )

1 成 2 2 年 度 44 000      (=F【 wh 9 28           (“ )

受期的目標 (42J 44 000      (r kwh 0 28           (%)

(旧様に係る1,世の考え方)

●平成20年度 より親会社である大阪ノスの風力発電か らの制逮を行い、自然エネルギーによ
る発電■の拡大を図る予定です。

自然エネルギーによる環境価値の量の 列合の拡大に係 る措置及び 目標

年度 自然エネルギー環境 i値量 自然エネルギー利用率
2006 年 度 181 216      (千 kwh 3 22           (%)

2007 年 度 248 308      (T【 wh 3 39           (“ )

: 成2 2 年度 目 標 528 050      (Fkwh 3 34           (■ )

震期的 目標 (42年度 528 050      (Tkwh 3 34           (“ )

(日猥に係る措世の考え方)

■全電気事業者の中でRPSオJ用目標率が トップランナーである弊社は、バイオマス発電等か
ら再生可能エネルギーを前達しRPS法に定められた義務の履行を達成するとともに、平成20
年度より親会社である大阪ガスの風力発電所からの自然エネルギーを調達することにより、
自然エネクレギーによる環境価値の量の割合の拡大を予定しております。

特 記 事

く木利用エネタレイー守によるうこ町よの割合の拡大を凶るための措置及び日椋,

日清掃工場や廃タイヤ等による廃乗物発電からの電力を積極的に調達するなど、木利用エネ
ルギー等による発電量の割合の拡大を図つてまいります。

く火力発電所における熙効率の向上を図るためのお値及び目様)

●親会社のLNC工場内にある、主力天然ガス発電所においては、最新鋭のヨンパインドサイ
クル方式を用いていること、および立地を生かして燃料ガスの効率的な供結を受けているこ
とから、総合的に見て高い熱効率を実現しています。

●自社等火力発電所においては、部分負荷運転を緩力回避するなど、運用面でも工夫するこ
とにより熱効率の向上に努めております。

◆熱効率の高いヨージェネレーション発電設備からの奈Tgl電力を調達するなど、熱効率の向
上に取り組んでおります。

(府内の電気析用者に対する地球温暖化の陽止に資するユ組)

■お客様に対し電気のご使用状況等に関する情報をご提供するサービスを実施しております
が、今後お客様ニーズに応えるよう、地球温暖化抑制に資する情報提サヽを行つてまいりま
す。

■弊社の規会社 (N「Tファシリティーズ、東京ガス、大阪ガス)は 、エネルギー分町におけ
る多くの経験を有し、需要家の皆様の省エネクレギーニーズ等に対するノリューションビジネ
スを展開しております。弊社は規会社各社とも協力し、地球温暖化対策に係るお客様の様々

なニーズにお応えしてまいります。

■平成13年の事業開始以来実施している、弊社オフィスにおける夏季のに装化や照明用の電
気の節約等の施策を今後も継統して行つてまいります。

連 絡

B 当 部

巳 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ ツ番 号


